
熱ストレスとは？熱ストレスは、体が余分な熱を取り除
くことができないときに起こります。そうなると、体の芯温
が上昇し、心拍数が増加します。症状としては、めまい、
吐き気、失神、錯乱、筋肉のけいれん、頭痛、大量の発汗、
疲労感などがあります。暑さは疲労や熱中症の引き金と
なり、心臓血管、呼吸器、腎臓の病気やメンタルヘルスの
問題など、既存の症状を悪化させる可能性があります。

午前10時から午後4時まで
の日中のピーク時間帯に
は、教職員と子どもは屋内
にいるようにする。

シャワー、水道・井戸水を設
置すること。シャワーや水
道・井戸水を利用できるよう
にして、すぐに冷却できるよ

うにする。

特に高齢の教職員や障害のあ
る子どもに対して、熱ストレス管
理に関する意識を高める。学校
はまた、教職員や学校保健専門
家が暑さによる緊急事態の応
急処置について研修を受けるよ
うにしなければならない。

熱波のような気候変動への適
応力を高めるために、教室を

改築する。

気候変動を効果的かつ総
合的に教えるための研修
とツールを教職員に提供
し、すべての人に対して質
の高い気候教育を行う。

伝統的な陶器の水さしのよう
な持続可能な容器で飲料水を
提供する。ペットボトルが猛暑
にさらされるとマイクロプラス
チックが放出され、長期的な健
康被害につながる可能性があ
るため、ペットボトルの飲料水

は避ける。

教職員や子どもの制服を、厳
しい暑さに適したものに作り
変える。濃い色の人工繊維は
避け、薄い色の天然繊維を使

用する。

換気のために扇風機を設置
する。しかし、35℃を超える
と、扇風機は部屋を冷やす
効果がなくなる。代わりに、
学校は子どもが密集しない
ようにし、教室の環境を改善
しなければならない。

教室での熱ストレスを防ぐために、
学校は何ができるでしょうか？

熱ストレス
教室での


